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緒 言

内被細胞ガ他ノ細胞形 ニ變化 スル能力 ニ關 シテハ,既 ニ幾多ノ業績發表 セラレタリ.然 レド

モ其多クハ此能力最明瞭ニ現ハルル所謂網状織内被細胞系統ニ屬 スル内被細胞 ヲ其研究對照 ト

セルモノニシテ,其 他 ノ内被細胞殊ニ大血管ノ内被細胞 ニ關スル研究 ニ至 ツテハ誠 ニ寥々タル

モノアリ.

最近Malyschew氏 ハ家兎ノ頸動脈 ニ就キ興味アル實驗ヲ試 ミ該内被細胞 ガ所謂組織球,骨

髄性細胞及 ビ結締繊母細胞等 ニ變化 シ得ルモノナル事ヲ認 メタリト爲 セリ.

蓋 シ大血管内被細胞 ガ組織球,骨 髓性細胞等ニ變化 シ得ルヤ否ヤハ,病 理組織學上重大ナル

意義 アリ.故 ニ余ハ竝 ニMalyschew氏 ノ實驗 ヲ追試 シ聊本問題 ニ資 スル處 アラムトス。

1文 獻

所謂網状内被細胞系統ニ屬スル内被細胞 ノ變化能カ ニ關スル 文獻ハ極メテ多クシテ枚擧ニ暇アラズ,然

ルニ大血管内被細胞ニ關スル文獻ニ至 ツテハ余 ノ渉獵 シ得タル處僅カニ下ノ3氏 ニ過ギズ.

Peckelharingハ 家兎ノ頸動脉又ハ犬ノ股動脉ヲニ重 ニ結紮 シ,其間ニアル内被細胞ガ増殖シ,結締織細胞

ニ變化 スルヲ認メ,共 原因 トシテ管腔内 ノ血壓 ノ降下ヲアゲタリ.

v. Mollendorffハ 海〓 ノ頸靜脉ヲ切 リ出シ,其内腔 ヲ洗ヒテ全ク血液ヲ除去シ,體外培養ヲ行ヒ タルニ,内

被細胞 ヨリ組織球,更 ニ進 ンデ骨髓性白血球 ヲ生ズル事ヲ認メタリ.然 レドモ本報告ハ, Asahoff, Lnbarach,

 Gerlnoh及 ビFisoher-W.等 ノ病理學者ニ依ツテ甚シク抗議セラレ,殊 ニFalkハMollendorffノ 實驗ヲ追試

シ次其成績全ク陰性ニ終 レル事ヲ報ゼリ。

Malysohewハ 家兎ノ頸動脉ニ1/4-1.0cmノ 距離ヲ隔テテ2個 ノ結紮 ヲ施シ,又 ハ同様 ノ距離ヲ隔テテニ

重結紮ヲ施シテ其間 ヲ切斷 シ,其 動脉片 ヲ同一動物ノ腹腔内ニ入 レ,其 内被細胞 ノ變化ヲ檢シタリ.而 シ
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テ 共 何 レノ場 合 ニ於 テ モ,内 被 細胞 ガ肥 大 増 殖 シ,或 ル モ ノハ 所 謂 組 織 球 トナ リテ, Phagocytoseヲ 螢 ミ,又

或 ルモ ノハ骨 髓 母細 胞,骨 髓 細胞 等 ト形 態 上全 ク 區 別 不可 能 ナ ル細 胞 トナ リ,尚 又肥 大 セ ル 内被 細 胞 ヨ リ

ハ結 締 織 母細 胞 ヲ生 ズ ル ヲ認 メ,乏 等 ノ所 見 ヨ リシテ,大 血 管 内被 細胞 ガ,兩 端 結 紮 セ ル管腔 内 ニ於 テ ハ 遊

離 セル状 態 ノ下 ニ.體 外 培養 ト同一 型 式 ヲ以 テ 發育 増殖 シ,一 方 ニ 於 テ ハHisticayten, Makrophagenニ,又

他 方 ニ於 テ ハMyeloblustenト 全 ク區別 シ得 ザ ル形 態 ヲ有 ス ル細 胞 ニ變 化 シ,尚 又 晩期 ニ 於 テFibroblasten

ニ モ變 化 シ得 ル モ ノナ リ ト結 論 セ リ.

2實 驗 方 法

實 驗 方法 ハMnlysohew氏 ノ行 ヒ タル 方法 ヲ踏 襲 セ リ.即 チ家兎 ノ頸 動脉 ヲ露 出 シ,之 ヲ周 園 ノ組 織 ヨ リ

完全 ニ剥 離 シ,之 ガ 下 甲 状腺 動脉 ヲ分 技 ス ル直 前 ニ於 テ 約 半 糎 ノ 距 離 ヲ置 キ2ケ 所 ニ於 テ 結 紮 ス.結 紮 ヲ

施 ス ニ際 シテ ハ 或 モ ノ ニ於 テ ハ 心 臓 端 ヲ後 ニ シテ 管 腔 内 ニ血 液 ヲ充 満 セ シ メ,又 他 ノ モ ノ ニ於 テ ハ 之 ト反

對 ニ シテ管 腔 内 ノ血 液 匿 ヲ少 カ ラ シ メ タ リ.術 後 ノ經 過 日數 ハ, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9, 10, 12, 14, 18, 21,

 24, 28日 ト シ,實 驗 期 間6日 以 内 ノモ ノ ニハ2%ノTripanblan液10cc宛 ヲ毎 目1同, 7日 乃至14日 ルモ

ノニハ 隔 日ニ1囘 宛 靜 脉内 ニ注 射 モ リ.尚 略同 一 ノ長 ザ ノ頸 動 脉 ヲ切除 シ兩 端 ヲ 結 紮 セ ル マ マ ニ同 一 動 物

ノ腹腔 内 ニ入 レ7, 14, 21, 28日 ニ於 ケ ル所 見 ヲ觀 察 セ リ.

固 定液 トシテ ハ10%ノ 「フ オル マ リン」液 ヲ使 用 シ,「 パ ラ フイ ン」包 埋 法 ニ ヨ リ連 績 切片 ヲ作 リ,主 ト シ

テ「ヘ マ トキ シ リ ン」友 ピ「エ オヂ ン」ノ重 復 染 色 ヲ 用 ヒ テ檢 セ リ.尚 必要 ニ應 ジテGiemsa-May-Grunwald,

 Weigert氏 ノ彈 力 繊維 染 色, Mallory氏 ノ染 色 法 及 ビvan Gieson氏 染 色 法 ヲ用 ピタ リ.

3所 見

血球中最抵抗強キハ赤血球ナリトス.全 實驗期間ヲ通 ジテ,ヨ ク其形態及ビ染色カ ヲ保有セリ.時 ニ管

腔内ニ血色素顆粒ノ散在スル事アルヲ認ムルモ 一般ニ稀ニシテ少數ナリ.假 性「エオヂン」嗜好性細胞ハ抵

抗力最モ弱クシテ既ニ4-5日 ニシテ其顆粒 ノ消失,核 ノ「ピクノーゼ」等ヲ認ムルニ到 リ10-12日 ニ到 レ

パ,甚 多數ノモノガ死滅崩壊シツツアルヲ認ム.

繊維素ハ殆ンド常在 シ,極 メテ早期即チ既ニ2日 ニシテ血球間ニ 折出スルヲ認ム.初 メハ一般 ニ種々ノ

方向二走ル微細ナル線状物 トシテ詔 ぞラルルモ時 ト共ニ其量及 ビ大サ ヲ増 シ4-5日 ヲ經 タルモノニ於テ

ハ塊状物 トシテ見出サル.而 シテ此繊維素塊ハ結紮部附近 ノミニ限ラズ中央部ニ於テモ亦發見セラルル事

多シ.其 大サモ種々ニシテ或モノニ於テハ小 ナレドモ或モノニ於テハ甚大ニシテ略管腔ヲ満 タスモノアリ.

壁 トノ連絡ハ之ヲ認メ得ルモノアリ又認メ得ザルモノアリ.

内被細胞ハ既ニ1日 ニ於テ其核肥大シ胞體亦共ニ腫大スルモノアリ.一般ニ管壁 ト連絡ヲ有スレドモ,又

管腔内ニ紡錐形 ノ細胞 ト丁シテ猫立スルモノアリ.又 此肥大セル内被細胞 ノ外 ニ正常内被細胞 ト厘別 シ得ザ

ル即チ寧 ロ扁平細長ナル内被細胞ガ1又 ハ數列並行セル索状 ヲ作 リテ管壁 ヨリ腔内ニ向ケ侵入スルモノア

ルヲ認ム.之 等ノ細胞ハ主 トシテ繊維素 ノ存在スル部分ニ發見セラレ或ハ繊維素中ヲ這行シ,或 ハ繊維素

塊ノ表面ヲ被覆セ リ.又 既ニ此時期ニ於テ極メテ少數ナガラ細胞體中ニ色素顆粒ヲ有スル所謂組織球ガ管

腔内ニ散在スルヲ認メ得列.而 シテ他ニ内被細胞ノ色素顆粒ヲ撮取セルモノアルヲ認 メズ.
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2-3日 ニシテ内被細胞 ノ肥大増殖ハ愈著明 トナリ核バ 一般ニ紡鍾形 又ハ鯖圓形 トナ リ,ヤ ヤ淡染 シ,胞

體亦大キサヲ増加ス.之 等 ノ細胞バ一般ニ共原形質突起ヲ以テ互ニ網状二連絡シ,又 或ルモノハ數個輪状

ニ相集 リ,内 ニ管腔様 ノ間隙 ヲ造ルモノアリ,或 ハ稀ニ1個 獨立シテ存スルモノモアリ.而 シテ之等ノ細

胞中ニハ壓々直接又ハ間接分裂像ヲ認ム。繊維素 トノ關係ハ一層著明 トナリ全ク共表面ヲ包圍スルモノア

リ,繊 維素中ヘノ進入ハ比較的輕度ニ止ル.(Fig. 1.)

4-6日 ニ到 レバ核ノ腫大更ニ著明ナルモノ多ク,其 染色淡ク「クロマチン」ノ状又ハ核小體ノ像 ヲ明号認

メ得.之 等肥大セル内被細胞網ニ混ジ屡々多角形,橢 圓形 又ハ圓形ニシテ核ノ淡染 スル細胞アリ.或 モノ

ハ獨立シ,或 者ハ數個相接 シテ存在ス.又 圓形又ハ橢圓形 ノ前記 ノモノニ比シテヤヤ小ニシテ,ヤ ヤ濃染

スル核 ヲ有スル,多 角形又ハ略圓形ノ細胞ガ數個又ハ十數個互ニ密接シ各細胞 ハ境 界不 明トナリ「ヂンチ

チウム」様ノモ ノトナ リテ存在スルモノアルヲ詔ム.此 モノノ中ニハ屡々室泡ヲ有シ,時 トシテ原形質ガ嗜

鹽基性ヲ示スモノア リ.而 シテ此種細胞ハ血管 ノ中央部ニ見出サルル事 稀ニシテ,一 般ニ結紮部附近二多

ン.管 壁 トノ連絡ハ之ヲ見出シ得ズ.時 トシテ管壁ニ存スル 内被細胞ガ數層 ニナレルモノアリ,管 壁ヨリ

内腔 へ向ケテ2-3列 ノ内被細胞ガ半島状ニ突出セルモノア リ.又 時トシテ管腔内ニ少數ノ隼素顆粒ヲ有ス

ル,所 謂組織球ガ散在セルヲ見ル事アリ.管 壁中ニ於テモ同様ノ細胞 ノ介在ヲ詔ムル事アリ.

7-14日,内 被細胞ノ肥大増殖ノ状増々著明ニシテ既ニ4-6日 ニ於テ認メタル多角形乃至橢圓形ニシテ,

 1-2個 ノ核小體ヲ有 シ「クロマチン」像ノ著明ナル,淡 染スル核 ヲ有スル細胞 ノ數ヲ増加 シ,管 腔中ニ所謂

組織球 ヲ發見スル事多キヲ加へ,又 管壁 ヨリ未ダ離脱セザル,又 ハ腔内ニ於テ他 ノ細胞 ト共 ニ網状物ヲ作

レル紡錘形 ノ細胞中呂モ極メテ微細ナル色素顆粒 ノ少數ヲ有スルモノアルヲ認ム.

時 ノ經過 ト共 ニ之等 ノ細胞ハ其數ヲ増シ,色 素顆粒大 トナリ又次第ニ膨大シテ所謂組織球 トナ リ連絡ヲ

離レテ游出スルニ到ルヲ認ム.從 ツテ時ト共ニ管腔内ノ色素顆粒ヲ有スル細胞 ノ數バ一般ニ増加ス,殊 ニ

12日 ノモ ノニ於テ此内被細胞ガ所謂組織球 ニ移行スルノ像頗ル著明ナルヲ認メタリ.(Fig. 2.)

9-10日 ニ到 レバ之等細胞間ニ略圓形ナル, 1-2個 ノ核小體ヲ有シ,「クロマチン」像明瞭ニシテ淡染スル

大ナル核ヲ有シ,一 般ニ淡キ「エオヂ ン」ノ色ヲ取 リ,又 屡々嗜鹽基性ヲ示ス,略 圓形又ハ多角形ノ細胞ヲ

認ム.之 恐ラクMulyschewノ 記載セルHaemocytblustenニ 相當セルモノナランカ.殊 ニ12日 ノ1例 ニ於

テハ此種ノ細胞ガ多數ニ出現シ,中 ニMyeloblastenト 全 ク區別シ得ザル形態ヲ呈スル細胞ノ少數ヲ認メタ

リ.(Fig. 3.)又9日 ノ1例 ニ於テ1個 ノ淡染スル大ナル腎臓形ノ核ヲ有シ,其 原形質中ニ多數 ノ「エオヂ

ン」ニ濃染スル顆粒ヲ有スル,即 チ形態的ニハMetumyelocytenト 全 ク區別 シ得ザル細胞 ノ存在スルヲ認メ

タリ。(Fig. 4.)

又管壁 ノ内面ガ一部,比 較的濃染スル紡錘形 ノ核 ヲ有 シ,細 長ナル紡錘形ノ原形質ヲ有スル 内被細胞ニ

ヨリテ數層ニ蔽ハルル處ア リ。此時期ニ於テ既 ニ此管壁 ニ數層ヲナシテ存在 スル内被細胞間ニ,明 カニ,

 Kollagene Faser及 ビ彈力繊維 ガ,多 ク微細ナル線賦物 トシテ種々ノ方向ニ走行スルヲ證シ得.

18-28日, 18日 ノモノヲ見ルニ管壁 ノ内面ヲ厚キ層状ノ内被細胞列ガ蔽 フヲ見ル.此 細胞ノ管壁二接

スルモノハ一般 ニ略凶形又ハ橢圓形ノ核ヲ有スル星芒状 又ハ紡錘形ノ細胞ニシテ互ニ密ニ相連絡スルモ,

其 内腔ニ近ヅクニ從ヒテ次第ニ濃染スル紡錘形 ノ核ヲ有スル比較的正常ノ内被細胞ニ近キ形態ヲト聖.換

言 スレバ管壁ニ接スルモノハ最幼弱ニシテ,内 腔ニ近キモノ程陳舊ナルモノト認 メラル.而 シテ此細胞間
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ニ多數 ノ結締織母細胞 ト等シキ形態ヲ有スル細胞ガ或ハ1個,又 ハ數個集 リテ在存スルヲ見ル。此結締織

母細胞 ト思ハルル細胞ハ互ニ又ハ周圍 ノ内被細胞 ト密 ニ相接 シ連絡スルヲ詔ム.之 等 ノ細胞ハ又管腔内ニ

存スル血球塊,又 ハ繊維素塊 ノ内ニ進入シ又ハ此等ノモノノ周圍ヲ全ク包圍スルヲ見ル.然 レドモ之等新

生セル組織中ニ嘗テ毛細血管新生ノ像ヲ認 メ得ザル事ハ注意ニ價ス.尚 之等ノ細胞間ニ,之 等細胞 ト密接

シテ,又 稀ニハ獨立シテ所謂Myeloblastenト 同様 ノ形態ヲ有スル細胞 ノ散在セルラ認ムルモノア リ.又 之

等新生セル組織ノ間ニバカナリ太キ彈力繊維ガ縦横ニ走行スルヲ認ム.

時ノ經過 トトモニ之等組織化様ハ現象盆々進行 シ著 明 トナル.但 シ普通ニ見ル血栓 ノ組織化等 ト異 リ毛

細血管ノ新生ヲ全ク缺如ス.而 シテ或モノニ於テハ増殖セル内被細胞及ビ結締織母細胞等ヨリナル縦横ニ

走ル細胞束ガ管腔内ニ充満シ,其 細胞束間ニ,尚 肥大セル内被細胞 ニヨリテ圍マレ,内 ニ屡々赤血球 ヲ有

スル小間隙ノ多數ヲ發見 シ得ペク,(Fig. 5.)又 或 モノニ於テハ中来 二1個 比較的大ナル正常内被細胞ニ近

キ細胞 ニヨリテ圍マレタル管腔ヲ作 リ之 ト舊血管壁 トノ間ハ全 ク内被細胞及 ビ結締織母細胞ニヨリテ充實

セラルルモノアルヲ見 ル.(Fig. 6.)

如斯所謂組織化性造構ノ著明ナル標本ニ於テモ,飜 ツテ之ヲ其管壁 ニ就テ觀察スルニ,管 壁自身 ノ組織

ニ於テ毫モ反應ノ存在 ヲ認ムル事ナク,動 脉 トシテ ハ組織像ハ聊カモ變化スルナク,組 織化竈ハ全ク腔内

ニ限定セラレテ,管 壁 ヨリ,或 ハ組織化竈 ヨリ何等細胞索ノ交通スルモノアルヲ見ザルナ リ.

尚所謂Myeloblastenト 等 シキ形態ヲ有 スル細胞 ノ數ハ 時 ト共ニ急激=減 少シテ28日 ニ到 レバ殆 ンド全

ク之ヲ認 メ得ザルニ到ル.

腹腔内ニ入 レタル例ヲ觀察スルニ其所見上記ノモノト略同様 ニシテ特記スペキモ ノヲ見ズ.只Myelobla

sten様 ノ細 胞 ハ屡 々之 ヲ認 メ タ レ ドモMyelocyten, Metamyelocytenニ 比 ス ペ キ 形 態 ヲ有 ス ル モ ノハ 全 ク

之 ヲ見 出 シ得 ザ リキ.

4考 按

余ハ既ニ述べタルガ如 ク第1日 ノ標本 ニ於テ既ニ管腔内ニ組織球 ガ存在 スルヲ證 シ, 4-6日

ノ標本ニ於テハ更ニヤヤ多數ノ存在ヲ認 メタリ.而 シテ此時期 ニ於テハ未 ダ管腔内ニ於テ増殖

シツツデル内被細胞 ノ色素顆粒ヲ巖取スルモノナク.又 此時期ニ於テモ或ハヨリ進行セル時期

ニ於テモ屡々管壁中ニ色素顆粒ヲ有スル組織球 ト思ハルル細胞 ノ介在 セルヲ認 メタリ.之 等 ノ

所見ヨリスレバ組綴球ガ管外 ヨリ,管 壁ヲ通 シテ管腔内ニ侵入 スル事ノ可能性ヲ否定 シ得ザ レ

ドモ又一方Malyschew氏 ノ所見 ト等 シク7-9日 ノ標本ニ於 テ管腔内ニ多數 ノ組織球ヲ認 メ,

而カモ未 ダ紡錘形テナセル,肥 大内被細胞内 ニ微細ナル色素顆粒ノ存在 ヲ證 シ, 12日 ノ標本

ニ於テ之等ノ細胞ガ次第ニ多量ノ色素顆粒 ヲトリツツ肥大 シ細胞網 トノ連絡ヲ離 レテ腔内ニ游

出シ所謂組織球 トナルノ移行像ヲ確認 シ得タル事ハ,大 血管内被細胞 ガ又能ク組織球ニ變化 シ

得ルノ證憑 トシテ到底之ヲ疑フ事能ハズ.

余ハ又9-10日 ノ標本ニ於テMalyschew氏 ノ記載 セル所謂Haemocytblasteuト 同様 ナル

形態ヲ有スル細胞 ガ内被細胞 ヨリ生ズルヲ認 メ, 12日 ノモノニ於テ之等 ノ細胞中ニMyelobla-
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stenト 全ク形態上區別 シ得ザル細胞 アルヲ認 メ,更 ニ影態上Metamyelocytenト 見做 スべキ顆

粒性細胞 ヲ發見シ得 タリ.余 八同,標 本エ於テ之等細胞間ノ移行形 ト認ムルモノテ發見シ得ザ

リシト雖モ之等ノ細胞 ガ管壁 ヲ通 シテ管外 ヨリ來 リタルモノナ リトハ全然思考 スルテ得 ズ,從

ツテ之等ノ細胞ハ管腟内ニ於テ増殖肥大 シツツアリシ内被細胞 ヨリ生 ジタルモノ ト思考 スルヲ

至當 トス.即 チ以上 ン所見ハ大血管内被細胞 ガ時 トシテ,骨 髓性細胞 ト全ク同一ナル形態ヲ有

スル細胞 ニ變化 シ得ルキノナル事 テ承認 セシムルニ充分ナ リト信ズ.但 シ形態上ノ相似 テ以デ

直チニ機能ノ同一性ヲ推定スルハ余モ亦Maiyschew氏 ト共 ニ大ニ躊躇 セザルヲ得ズ トナス.

尚Malyschew氏 ハ之等類骨髓細胞ノ出現ノ極期ハ16-21日 ナリト記載セルモ余ノ所見ニ於

テハ18日 以後 ニ於テ急ニ其數 ヲ減 ジ28日 ニ於テハ殆 ヲド全ク之 テ見出ス事ヲ得ザリキ.

更 ニ18日 以後 ニ於 テ増殖セル内被細胞間ニ多數 ノ結締織 母細胞 ト全ク 同一ノ形態 ヲ有 スル

細胞ガ現ルルヲ認 メ,之 等 ノ細胞ハ明カニ内被細胞 ト連絡 ヲ保テ リ。而シテ管壁自身ニ於クル

組織 ノ靜止状態 ト,管 壁内 ニ侵入スル組織化性細胞 ノ缺如 ト,凡 テ之等 ノ所見イセ冬昇テ大血管

内被細胞 ヨリ結締織母細胞 ノ發生ヲ肯定 セシムルニ足 ラン.

Halyschew氏 ハ内被細胞 ノ増殖ガ全クThrombusナ シニ行ハル,セメナ リ-ト言へ リ,然 レド

モ余 ノ所見ニ依 レバ内被細胞 ノ増殖 ガ略常 ニ繊維素 ハ存在部ニ見ラレ,増 殖 セル内被細胞ハ主

トシテ繊維素塊ノ周圍又 ハ内部ニ於テ行ハル.而 シテ繊維素テ發見シ得ザル例ニ於テハ一般 ニ

内被細胞ノ反應極 メテ微弱ナルヲ常 トセリ.從 ツテ余ハ内被細胞 ノ増殖 ト繊維素 トノ間ニハ何

者 カ一定 ノ關係 アルべキテ想像スルモノ占シテ之ヲ一般組織 化現像 ニ對比 シ考フル時ハ更ニ興

味アル他 日ノ問題タルヲ信 ズ.

之 ヲ要スルニ余 ガ如上ノ成績ハ之ヲMalyschew氏 ノ記載 ト比スルニ其細部ニ於テ多少 ノ差

テ認ムレドモ大體 ニ於テ一致セルモノ ト言フべ シ.

5結 論

1)家 兎 ノ頸 動脉 内被細胞 ハ一定條件 ノ下 ニ於 テ組織 球及 ビ骨髓性細胞 ト全 ク同一 ノ形態 ヲ

有 スル細胞 ニ,竝 ニ結締 織母 細胞 ニ變 化 スル事 ヲ得.

2)内 被細胞 ノ増殖 ト繊維 素折 出 トノ問 ニハ一定 ノ關係 アル モノノ如 シ.

擱筆スルニ臨 ミ恩師田村教授 ノ御懇篤ナル御指導 ト御校閲ニ對 シ満腔 ノ感謝 ノ意ヲ表ス.

(5. 12. 1.受 稿)
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附 圖 説 明

Fig. 1.繊 維 素 塊 ノ周 圍 ヲ包圍 シ ツ ツア ル肥 大 セ ル

内被 細胞 。(3日)採 物 鏡. Zeiss. Apochr.

 40.接 眼鏡. Zeiss. Romp. 7×.蛇 腹 ノ長

サ27cm

Fig. 2.色 素 顆 粒 ヲ トリ組 織 球 ニ變 化 シ ツ ツア ル肥

大 セ ル内被 細胞.(12日)接 物 鏡. Zeise.

 Apochr. 40.接 眼 鏡Zeiss. Komp. 7× 蛇

腹 ノ長 サ30㎝

Fig. 3. Myelobinatenト 同 一形 態 ヲ有 ス ル細 胞(12

日)接 物 鏡Zeiss. Apoohr.油 浸90.接 眼

鏡Zeiss. Komp. 7×,蛇 腹 ノ長 サ30cm

Fig. 4. Metamylooytenト 同 一 形 態 ヲ 有 ス ル 細 胞

(9日) Leitz製"Makam"ニ テ 撮 影 接

物 鏡Zeiss油 浸90.

Fig. 5.管 腔 内 ノ組 織 化 様 變 化,其1. (21日)接

物 鏡Zeisa. Apochr. 10× 接 眼 鏡Zeiss.

 Komp. 7× 蛇 腹 ノ長 サ27cm

Fig. 6.管 腔 内 ノ組 織 化 様 變 化,其2. (21日)接

物 鏡Zeisa. Apochr. 10× 接 眼 鏡Zeiss.

 Komp. 7× 蛇 腹 ノ長 サ27cm
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber die Reaktion des Endothels der Art. carotis des

 Kaninchens bei doppelter Unterbindung.

Von

Tomokazu Yoshida.

Aus dem pathologisch-anatomischen Institut, Universitat Okayama.
(Vorstand: Prof. O. Tumura.)

Dingegangen am 1. Dezember 1930.

Uber die Umwandlungsfahigkeit der reticuloendothelialen Zellen in verschiedene 

Zeliformen wurde schon vielfach berichtet. Was jedoch die Zellen der Gefassendothelien 

betrifft, so findet man nur wenige Angaben uber sie.

Neuerdings berichtete Malyschew, dass er festgestellt haben konnte, dass die Endo

thelzellen der doppeltunterbundenen Carotis des Kaninchens in die Histiocyten, Fibro

blasten und myeloiden Zellen dbergehen, welche nach ihm morphologisch von den 

Myelocyten unmaglich zu unterscheiden sind.

Verfasser nahm nun eine Nachprufung seiner Angaben vor, und konnte rich ibm 

grosstenteils anschliessen; allerdings hat Verfasser eine innige Beziehung zwischen dem 
Fibrin und der Endothelwucherung bemerkt, welcher Malyschew nur geringe Bedeutung 

beilegte. Es findet sich immer eine Wucherung der Endothelien in den Praparaten des 

Verfassers im Fibrin oder um das Fibrin, and bei den Fallen, wo keine Fibrinausscheid

ung beobachtet wird, tritt auch die Endothelwucherung zurfick.
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